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日本列島を毎年襲い，大きな被害をもたらす「台風」。振り返れば，死者や行方不 

明者が約３，７００人に上った枕崎台風（１９４５年９月）のような例もある。気象 

学の進歩や災害対策の強化は被害を大幅に減らしたが，強大化したスーパー台風の発 

生など温暖化が進んだ将来は予想できない。地球に生きる以上，生活と切り離せない 

気象現象をどこまで解明できているのか，最新の研究成果や防災上の課題を探った。 
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勢力予報 ５日先までに改良 気象庁，来年から 

 日本列島を横断した台風１２号が

紀伊半島に迫った７月２９日の未

明，東京・大手町にある気象庁の一

室は燈々と明かりがともっていた。

約１０人の職員が慌ただしく行き来

し，壁のモニターや机のパソコンに

映し出された衛星写真や風雨の観測

データから台風の動向を分析。地方

気象台とも連絡を取りつつ，２４時

間体制で予報業務を続けた。 

 台風は北西太平洋か南シナ海にあ

る最大風速が約１７㍍以上の熱帯低

気圧を指し，気象庁は東経１００度

から１８０度（日付変更線）と赤道

から北緯６０度を担当。今年の台風１７号のように北東太平洋のハリケーンが日付変更線の西側

に移動し，台風となる例もある。 

 台風のエネルギー源は水蒸気だ。直射日光や海水が蒸 

発して上昇し，上空で冷えて水滴になる際に熱を出す。 

熟は上昇気流を強めて渦を生み，発達すると熱帯低気圧， 

さらに台風になる。 

 １年間に平均で２６個の台風が発生する。夏や秋に多 

い印象が強いが，１月２日や１２月３０日に発生した例 

もある。日本への上陸は２００４年が１０個だった一方， 

０８年は一つもなかった。最も上陸しているのは鹿児島 

県で，高知，和歌山両県が続く。 

 大型化して甚大な被害をもたらす台風もあれば，わず 

か３時間の「短命」台風もある。それぞれ名前があり， 

日本など１４の国・地域が加盟する台風委員会が事前に 

用意した１４０の名称を順番に付ける。日本語名は星座にちなみ「ウサギ」「クジラ」「テンビ

ン」「カンムリ」などがある。 

 気象庁は台風進路などの予報を逐一ホームページで公表し，無料で閲覧できる。中心気圧など

勢力の予報はスーパーコンピューターの更新で，現行では３日先までとしているが，来年は５日

先までに改良される。 

「スーパー台風」日本へ？ 

温暖化で海面水温上昇 
 猛烈な雨や風に，異常な高波や高潮が沿岸部を襲う―。温暖化は将来，日本にも「スーパー台

風」をもたらす恐れがある。被害防止には精度の高い観測が不可欠で，名古屋大の坪木和久教授

（気象学）のグループは，上空から台風内部を直接調べる研究に取り組む。 

 グループの航空機は昨年１０月２１～２２日，日本の南海上を進む台風２１号の中心付近に突

入。長さ２８㌢，直径７㌢，重さ１１０㌘の筒状の機器「ドロップゾンデ」を計２６個投下し，

気圧や気温，風速などを観測した。 

 結果は２２日の中心気圧が９３０ヘク

ト

パス

カルで，９１５
ヘク

ト

パス

カルとした気象庁よりも勢力が弱いことが分

かったが，勢力が強いと観測した時間帯もあった。データで進路を予測する実験でも，データを
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使わなかった場合より誤差を最大１６％改善できた。 

 米軍は，風速５９㍍以上に相当する最も強いクラスをスーパー台風と呼ぶ。２０１３年１１月

にフィリピンを襲い，高潮などで７千人超が犠牲になった台風３０号の衛星画像は，厚い雲がレ

イテ島などを覆い，一時は最大風速が６５㍍，中心気圧が８９５ヘク

ト

パス

カルに達した。 

 坪木教授のシミュレーションでは，温暖化で海面水温が上がるとより強いスーパー台風が発生

し，勢力を保って日本付近に到達する可能性があるとの結果が出た。だが坪木教授は「現状で

は，いくつ発生しているかも分からない。将来に何％増えるかなど正確なことは言えない」と話

す。 

 台風が発生し，発達する海上には観測点がない。日本も含む各国は雲の動きを把握した衛星画

像を解析して「推測」。強い台風ほど誤差が大きい傾向があり，坪木教授は「現在の態勢では今

後の変化を考えることもできない」と話す。 

 北西太平洋では米軍が，１９８７年まで航空機による台風観測を行っていた。坪木教授は今秋

以降にも再び航空機で観測を行い，データを世界の気象機関に提供する準備をしているといい，

「将来は無人機で台風をずっと追跡するのが理想。観測を重ねることで，災害の防止につなげる

ことができる」と語った。 

発生時に決まる特徴 

経路や発達度合い，予測活用へ 
 「生まれながらにして平等ではない」。どれも同じように見える台風も，実は熱帯で発生する

際の大気のパターンで，経路や発達のしやすさなどに特徴があることが分かってきた。横浜国立

大の筆保弘徳准教授（気象学）は予報のほか，将来的には発生予測にも生かせないか考えてい

る。 

 台風は海面水温の高い領域で生まれるが，筆保

准教授は「ただ水温が高いだけではだめで，渦を

巻くトリガー（引き金）が必要」と指摘。大規模

な風の合流や波打つような動きなど，トリガーと

なる大気のパターンは五つあるという。 

 １９７９～２０１３年に生まれた８２５個の台

風が，どのパターンに当てはまるのか，風向や風

速などのデータから算出した指数を用いて分類

し，特徴を調べた。 

 結果は「東風と西風がぶつかる所で発生する台

風は北上しやすく，日本に上陸する割合が多い」

「既に発生している台風の後にできる台風は猛烈

な勢力に発達しやすい」といった傾向が浮上。台

風の卵となる雲の渦が発達したケースと，そうな

らなかったケースも分析し，発生しやすいパターンも見えてきた。 

 今年８月，日本の南で発生した台風１５号は東西風のぶつかる所で生じたタイプで，特徴通り

に北上，宮崎県に上陸した。 

 台風の発生時にどのタイプかが把握できるようになれば，最終的な予報を決める際に参考にな

る。発生前であれば，台風が生まれるかどうかの予測につながる。筆保准教授は将来は天気予報

で『このタイプの台風はこういう特徴があるので注意を』と言えるかもしれない」と語った。 
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平成３０年９月３日（月）／南日本新聞 


